 eq \o\ad(履歴書記載上の留意点,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　次の事項は、履歴書を記載するにあたり特に注意してください。

１　学歴欄

（１）　高等学校入学から現在に至るまでのすべての在学期間を記載すること。
（２）　国立・公立・私立の別及び学校の設置者名（公立のみ）を明記すること。また、学校名は正確に記載すること。

（３） 入学年月及び卒業（終了・退学）年月は正確に記載すること。
（４） 高等学校・短期大学等は学科名、大学は学部及び学科名、大学院は修士・博士の別及び研究科名を明記すること。

記載例（履歴書・学歴欄）

	 eq \o\ad(学校名,　　　　　　)
	 eq \o\ad(学部・学科,　　　　　　　)
	修学期間
	卒業・修了・中退・卒業見込

	山梨県立○○高等学校
	○○科（例：普通科）
	H30.4～R3.3
	卒業

	私立○○大学
	○○学部・○○学科
	R3.4～R4.3
	中退

	国立○○大学
	○○学部・○○学科
	R4.4～R8.3
	卒業見込


２　職歴欄

（1） 職歴欄には、臨時職員、非常勤職員、アルバイト、パートの期間も記載すること。

（学歴と重複する場合の職歴については記入不要）

（2） 上記の臨時職員の期間については、週当たりの勤務日数、一週間の勤務時間、時給・日給等の額についても記載すること。（採用オリエンテーション時までに記載できないときは、１月末日までに履歴書の差し替えをすること。）

（3） 学歴・職歴以外の欄についても、職歴欄に「家業の手伝い」「受験勉強」など具体的に記載すること。（学歴・職歴欄を通じて中断期間のないよう記載すること。）

　　記載例（履歴書・職歴書）

	 eq \o\ad(年月日,　　　　　　　)　
	　 eq \o\ad(勤務先等,　　　　　　　　　)

	H27.4.1
	受験勉強（～R2.3.31）

	R2.4.1
	○○株式会社[正規職員・○○部○○課　職名○○]（～R3.3.31）

	R3.4.1
	○○株式会社[正規職員・○支店○○課　職名○○]（～R6.6.30）

	R6.7.1
	家業の手伝い（～R7.3.31）

	R7.4.1
	○○株式会社[アルバイト・事務補助]　（～R8.3.31予定）


（4） 職歴欄の行が足りない場合は、履歴書の様式をコピーして右上に「２枚目」と記載して利用すること（２枚目には、職歴と氏名を記載すること）。
（5） 履歴書に記載した職歴については、職歴証明書を提出してください。なお、職歴証明書の記載においては、別紙「職歴証明書記載上の留意点」を参照すること。
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